ん はの つ そりと 出て きました。 

「小 壷と おっしゃ るの は、 熬し 入れの ことで ございま 

すか。 はい、 はい。 承知いた しました とも。 お望みな 

ら 譲って 進ぜ ませう」 

「譲って くれる か。 それ は 有難い。 幾らに して くれる 

な」 

「こんなが らくた をお 譲りいた したから といって、 別 

にお 鳥目 をいた だく やうな 親爺 ぢゃ ございません」 

爺さん は 飼 猫の 背 を 撫でながら 言 ひました。 

「ぢ やと 申して、 他人の 持物 を 所望して おきながら、 

そ の^を 払 はぬ とい ふ 法 は あるまい て」 



「自分に は、 茶の湯 冥加 は、 もう 尽きて しまったの だ」 

といって、 涙 を 流した さう です。 

す^ はるかた 

また 毛 利 元 就が、 陶晴賢 を 厳 島に 攻めた 時の ことで 

した。 大内義 長 は 戦に 負けて、 長 福 寺に 逃げ込み まし 

た。 そこで 元 就 は 使者 を義 長の 兄大 友宗麟 にっか はし 

て、 義 長の 生命 を 助けた もの かどう かとい ふこと を 訊 

き 合せました。 すると、 宗麟 から は、 義 長の 生命 なぞ 

はどうな つても 厭 はない が、 ただ その 家に 伝 はって ゐ 

る 瓢箪の 茶 入 だけ は 失 はないで、 自分に 送って ほしい 

と、 返事が あつたと いふ ことです。 

この やうに 一 国 一 城よりも、 骨肉の 生命よりも、 茶 



ない のぢ や」 

茶人と しての 失望 を 感じながら も、 国守と しての 態 

度 を 失はなかった、 自分た ちの 主人の 言葉に、 皆 は 平 

和な 笑 ひ を 洩らしました。 その 時でした。 松 井 佐 渡 守 

が 戸棚の 奥に 忘れられて ゐた、 あの 小 壺を思 ひ 出し ま 

したの は。 

「殿、 わたくし 手許に も、 かやうな 小 壺をー つ 所持い 

たして をり ます」 佐 渡 守 は、 仲間 喜 平が 薬師 峠の 一 軒 

茶屋で 手に入れた、 小 壷の いきさつ を 事細かに 申し 述 

ま， つ、 

ベました。 I 夙く より 御覧に 入るべく は 存じて ゐ まし 

たが、 作柄の つたない 上に、 永らく 野人の 手に かけ ま 



忠興は 一 目 それ を 見る と、 

「おう、 これ は …… 」 

と 言った きり、 そのまま 座 を 立って 奥へ 入り ましたが 

しばらく すると、 礼服に 着かへ て 出て きました。 皆 は 

不審 さうな 顔 をして、 ものものしい 主君の 身なり を眺 

めました。 

「これ は、 名器に 対する 礼儀 ぢゃ」 

忠 興 は 一一 一一 n 訳ら しく 言 つて、 あらためて 小壺を 手に 取 

リ 上げました。 

かっきり した 肩の 張り、 肩から 胴へ かけての 照り、 

ふつく りした 全体の 肉 もち、 畳 付の 静か さ。 —— 忠興 



できなかった もの を、 喜 平 は 自分の 眼 ひとつで 安々 と 

さぐ い たづら 

捜り 出し てゐ る。 それ は 悪戯 好きな 運命が 喜 平 を そ マ J 

に 連れ出した にもよ る こと だが、 いくら 運命の 連れ出 

しがあった ところで、 喜 平に それ を摑 むだけ の 力が な 

かったなら、 どうす る こと もで きなかった はずで ある。 

よし 佐 渡 守が 言った やうに、 喜 平に そんな 力 はない、 

ほんの まぐれ 当りに 当った に過ぎない にしても、 山 深 

い 一軒 茶屋から こんな 名器 を 見つけ 出して、 それと 一 

緒に、 後の世まで も 名 を 謳 はれる とい ふの は、 特別に 

運命に 恵まれた 男と いって 差 支へ ない はずで ある。 利 

休 七哲の 随一 人と して、 三十 七 万 石の 小 倉 城主と して、 



忠 興の 心 は、 勝利の 予期 を もって、 雀の やうに 小 躍 

リ しました。 

忠興 は、 間もなく 古田 織 部の 手 を 経て、 黄金 二 千 枚 

を 払って、 唐物の 名物 一生 高」 とい ふ 茶 入 を 手に入れ 

ました。 そして やっと 仲間 喜 平の 名前の 重みから 免 か 

れる ことができました。 

〔昭和 2 年刊 『猫の 微笑』〕 
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